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昭和６１年７月８日

常呂オホーツク・ゲートボールクラブ設立記念大会

▲

常呂町ゲートボール協会の前身、「常呂オホーツク・ゲートボールクラブ」が、同年６

月６日に〈市街・土佐・岐阜・共立・豊川・富丘・栄浦〉の７地区、１０２人で設立した

と、社会教育広報「町民センターだより」７月号は伝え、同時に、７月８日に設立記念大

会を町民センター運動広場で行うことを周知しています。また、富丘地区のミニコミ紙「と

みおかだより」３３号では、この大会を「晴天の中、盛会にゲームセット」し、「優勝：

市街／桜、準優勝：富丘Ａ、３位：市街／梅、４位：富丘Ｃ」と地元富丘チームの活躍を

伝えています。

＊後ろに見えるのは多目的研修センター

＊次ページを含め、４枚の写真はこの設立記念大会のときのもの



▲

常呂町のゲートボール

豆知識

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞

＊「ゲートボール」の文字を

資料で確認できる最初の記

述は、「ところの社会教育」

の昭和５８年度事業報告で

「道民スポーツ大会のゲー

トボールが９月１１日、

常呂町開催、参加者１０人」

という１行です。

＊昭和５９年８月１８日には、

第１回町民ゲートボール大会

を開催。「町民センターだよ

り」９月号は、このことを「最

近、町内でゲートボールを愛

好する人が増え、日頃練習し

ている技を競ってみたいとい

う声に応え」て開催したと紹

介しています。（参加チーム

は、男子６チーム、女子４チ

ーム。結果は、男子：優勝岐

阜Ａ、２位岐阜Ｂ、３位土佐

・富丘 女子：優勝 豊川、

２位岐阜、３位富丘）

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞

▲

この頃から高齢者のゲートボ

ール熱は高まり、昭和６０年

７月には全道のゲートボール

団体を道教委が調査し、常呂

町教委は「長生会、岐阜老人

クラブ、土佐老人クラブ、富

丘老人クラブ、豊川老人クラ

ブ」の５団体あると回答して

います。

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞

＊昭和６２年７月１４日には、常呂町老人クラブ連合会（老連）の交歓ゲートボール大会

の第１回（老連４０年誌）が始まり、１０月９日には、現在も利用されている芝のゲー

トボール・コートが野球場北側に整備、ゲートボールの競技団体・施設が充実しました。

ちなみに、平成７年からはパークゴルフ愛好者の増加により、老連はゲートボールとパ



ークゴルフ併用の大会に移行しています。

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞

＊町内各地にもゲートボール場が自前で整備するようになり、富丘（昭和５９年６月５日）、

岐阜（昭和６０年６月１日）、共立（平成元年）と続きます。（記録で判明している地区

のみ紹介）

＊富丘と岐阜のゲートボール場整備は、「あのときの常呂・写真館」ＶＯＬ９２、ＶＯＬ

９３で詳しく紹介しています。

＊ゲートボールは、高齢者の楽しみばかりではなく、日吉小学校や富丘小学校では児童と

高齢者の世代間交流のツールとしても利用された記録があります。

＊下の２枚は。平成３年９月１２日、日吉小学校の祖父母参観日に日吉老人クラブ「遊楽

会」の皆さんが小学校に招かれ、児童とゲートボールや昼食で交流を深め、昔の日吉の

暮らしを子どもたちに語ったりしたときのものです。

＊日吉小学校校庭で

ゲートボール交流

＊日吉小学校体育館

で昼食


